
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

第16623号 艶艶艶 日 刊（1）  昭和33年12月15日
第三種郵便物認可（ ） （土・日曜 祝日 休刊） 2021年（令和3年）10月12日（火曜日）

 艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
  艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
  艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
 

 艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
 
 艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
 

 艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶  艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶艶 

借
り
て
、
事
業
者
が
太
陽

借
り
て
、
事
業
者
が
太
陽
光

発
電
施
設
の
設
置
と
維
持

発
電
施
設
の
設
置
と
維
持
管

理
・
運
営
を
行
い
大
学
へ

理
・
運
営
を
行
い
大
学
へ
電

力
を
供
給
。
余
剰
電
力
は

力
を
供
給
。
余
剰
電
力
は
東

広
島
市
な
ど
周
辺
地
域
へ

広
島
市
な
ど
周
辺
地
域
へ
売

電
す
る

電
す
る
。

対
象
施
設
に
つ
い
て
は
、

　
対
象
施
設
に
つ
い
て
は
、太

陽
光
パ
ネ
ル
を
必
ず
設
置

陽
光
パ
ネ
ル
を
必
ず
設
置
す

る
必
須
施
設
を
設
け
、そ
れ

る
必
須
施
設
を
設
け
、そ
れ
以

外
は
事
業
者
で
選
定
。さ

外
は
事
業
者
で
選
定
。さ
ら

に
、中
央
口
駐
車
場
や
野
球

に
、中
央
口
駐
車
場
や
野
球
場

な
ど
屋

な
ど
屋
外
　
施
設
は
条
件

施
設
は
条
件
付

1212

き
で
設
置
を
認
め
る
。設
置

き
で
設
置
を
認
め
る
。設
置
容

量
は
最
大
で

量
は
最
大
で
９
・
７
Ｍ
Ｗ（

Ｍ
Ｗ（
条

件
付
き
施
設
含

件
付
き
施
設
含
め
　
・
６
Ｍ

1818

Ｗ
）を
想
定
す
る

Ｗ
）を
想
定
す
る
。

現
在
広
島
大
で
は
、公
募

　
現
在
広
島
大
で
は
、公
募
型

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る

実
施
事
業
者
の
選
定
手
続

実
施
事
業
者
の
選
定
手
続
き

を
進
め
て
お
り

を
進
め
て
お
り
、
　
月
　
日
か
日
か

1212

1313

ら
　
日
ま
で
の
期
間
で
事

日
ま
で
の
期
間
で
事
業

1717
提
案
を
受
け
る
こ
と
に
し

提
案
を
受
け
る
こ
と
に
し
て

い
る
。こ
れ
に
先
立
ち
、今

い
る
。こ
れ
に
先
立
ち
、今
月

　
日
に
本
部
棟（
東
広
島
市

日
に
本
部
棟（
東
広
島
市
）

1818で
説
明
会
を
開
催

で
説
明
会
を
開
催
。
　
月
に
は

月
に
は

1111

応
募
予
定
者
と
の
対
話
も

応
募
予
定
者
と
の
対
話
も
実

施
す
る

施
す
る
。

の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
実
現
を
目
標
に
掲
げ
て

の
実
現
を
目
標
に
掲
げ
て
い

る
。こ

れ
を
踏
ま
え
Ｐ
Ｐ
Ａ

　
こ
れ
を
踏
ま
え
Ｐ
Ｐ
Ａ
事

業
で
は
、
同
キ
ャ
ン
パ
ス

業
で
は
、
同
キ
ャ
ン
パ
ス
内

の
建
物
の
屋
上
や
駐
車
場

の
建
物
の
屋
上
や
駐
車
場
を

象
に
設
置
し
、
事
業
期
間

象
に
設
置
し
、
事
業
期
間
は

最
長
　
年
間
を
想
定
し
て

年
間
を
想
定
し
て
い

2525

る
。広

島
大
は
「
カ
ー
ボ
ン

　
広
島
大
は
「
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル

ュ
ー
ト
ラ
ル
×
ス
マ
ー
ト

ス
マ
ー
ト
キ

ャ
ン
パ
ス

ャ
ン
パ
ス
５
・
０
宣
言
」
で

宣
言
」
で
、

通
勤
・
通
学
を
含
め
キ
ャ

通
勤
・
通
学
を
含
め
キ
ャ
ン

パ
ス
で
使
用
す
る
エ
ネ
ル

パ
ス
で
使
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
つ
い
て

ー
に
つ
い
て
、　
年
度
ま
で

年
度
ま
で

3030

広
島
大
学
は
、

　
広
島
大
学
は
、
２
０
３

２
０
３
０

年
度
ま
で
の
カ
ー
ボ
ン
ニ

年
度
ま
で
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け

ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
、

民
間
の
資
金
・
ノ
ウ
ハ
ウ

民
間
の
資
金
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
し
て
太
陽
光
発
電
施

活
用
し
て
太
陽
光
発
電
施
設

を
設
置
・
運
営
す
る
Ｐ
Ｐ

を
設
置
・
運
営
す
る
Ｐ
Ｐ
Ａ

事
業
に
乗
り
出
す
。
東
広

事
業
に
乗
り
出
す
。
東
広
島

キ
ャ
ン
パ
ス
内
（
東
広
島
市

キ
ャ
ン
パ
ス
内
（
東
広
島
市
）

の
建
物
屋
上
や
駐
車
場
を

の
建
物
屋
上
や
駐
車
場
を
対

広島大学

参
加
受
付
㮇
月
㮇
日
か
ら

12

13

プ
ロ
ポ
で
Ｐ
Ｐ
Ａ
事
業
者
選

プ
ロ
ポ
で
Ｐ
Ｐ
Ａ
事
業
者
選
定定

幅
（
安
岡
富

幅
（
安
岡
富
任
　
号
線
〈
幅

号
線
〈
幅

5050

員
　
ｍ
、
歩
道
と
車
道
は

ｍ
、
歩
道
と
車
道
は
分

1212
離
〉
、
安
岡
富

離
〉
、
安
岡
富
任
　
号
線
〈
幅

号
線
〈
幅

2626

員
６
～
９
ｍ
、
歩
道
と
車

員
６
～
９
ｍ
、
歩
道
と
車
道

を
分
離
〉
）
の
整
備
と
現

を
分
離
〉
）
の
整
備
と
現
安

岡
公
民
館
と
園
芸
セ
ン
タ

岡
公
民
館
と
園
芸
セ
ン
タ
ー

の
解
体
、
撤
去
。
ま
た
、

の
解
体
、
撤
去
。
ま
た
、
園

芸
セ
ン
タ
ー
敷
地
で
売
却

芸
セ
ン
タ
ー
敷
地
で
売
却
を

す
る
用
地
（
約
３
３
０

す
る
用
地
（
約
３
３
０
０
釈

＋
施
設
整
備
後
に
残
る

＋
施
設
整
備
後
に
残
る
土

地
）
と
市
が
所
有
し
た
ま

地
）
と
市
が
所
有
し
た
ま
ま

（
観
賞
・
実
習
用
花
壇
〈

（
観
賞
・
実
習
用
花
壇
〈
６

０
０
釈
程
度
〉
、
芝
生
広

程
度
〉
、
芝
生
広
場

〈
２
０
０

〈
２
０
０
０
釈
程
度
〉
、
駐

程
度
〉
、
駐
車

場
〈
１
４
０
台
以
上
〉
、
駐

場
〈
１
４
０
台
以
上
〉
、
駐
輪

場
〈
　
台
以
上
〉
）
、
市
道

台
以
上
〉
）
、
市
道
拡

3030

　
年
度
以
降
に
公
共
建
築

年
度
以
降
に
公
共
建
築
物

0606の
維
持
管
理
業
務
の
実
績

の
維
持
管
理
業
務
の
実
績
―

な
ど
。
運
営
企
業
は
、
少

な
ど
。
運
営
企
業
は
、
少
な

く
と
も
１
社

く
と
も
１
社
は
　
年
度
以
降

年
度
以
降

0606

に
公
共
建
築
物
の
運
営
業

に
公
共
建
築
物
の
運
営
業
務

の
実
績
―
な
ど

の
実
績
―
な
ど
。

民
間
提
案
施
設
事
業
実

　
民
間
提
案
施
設
事
業
実
施

企
業
は
、
宅
地
建
物
取
引

企
業
は
、
宅
地
建
物
取
引
業

法
に
基
づ
く
宅
地
建
物
取

法
に
基
づ
く
宅
地
建
物
取
引

業
者
で
提
案
す
る
機
能
な

業
者
で
提
案
す
る
機
能
な
ど

に
必
要
な
資
格
を
有
す
る

に
必
要
な
資
格
を
有
す
る
―

な
ど
な
ど
。

事
業
内
容
は
、
安
岡
公

　
事
業
内
容
は
、
安
岡
公
民

館
か
ら
転
換
さ
れ
る
コ
ミ

館
か
ら
転
換
さ
れ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
（
集
会
施
設

ニ
テ
ィ
施
設
（
集
会
施
設
機

能
、
園
芸
セ
ン
タ
ー
機
能

能
、
園
芸
セ
ン
タ
ー
機
能
な

ど
）
、
安
岡
支
所
、
図
書
館

ど
）
、
安
岡
支
所
、
図
書
館
の

機
能
で
構
成
さ
れ
る
複
合

機
能
で
構
成
さ
れ
る
複
合
施

設
棟
（
延
床
面
積
３
３
０

設
棟
（
延
床
面
積
３
３
０
０

釈
以
下
を
想
定
）
、
都
市

以
下
を
想
定
）
、
都
市
公

園
（
公
園
施
設
）
、
外
構
施

園
（
公
園
施
設
）
、
外
構
施
設

点
）
以
上
、
建
築
一
式
１

点
）
以
上
、
建
築
一
式
１
２

０
０
点
（
同
９
５
０
点
）

０
０
点
（
同
９
５
０
点
）
以

上
、
電
気
１
２
０
０
点
（

上
、
電
気
１
２
０
０
点
（
同

９
５
０
点
）
以
上
、
管
１

９
５
０
点
）
以
上
、
管
１
２

０
０
点
（
同
８
５
０
点
）

０
０
点
（
同
８
５
０
点
）
以

上
、
そ
の
他
の
業
種
１
２

上
、
そ
の
他
の
業
種
１
２
０

０
点
（
同
８
０
０
点
）
以

０
点
（
同
８
０
０
点
）
以
上

で
、
少
な
く
と
も
１
社
は

で
、
少
な
く
と
も
１
社
は
市

内
業
者
。
元
請
、
Ｊ
Ｖ
（

内
業
者
。
元
請
、
Ｊ
Ｖ
（
出

資
比
率
は
２
社
Ｊ

資
比
率
は
２
社
Ｊ
Ｖ
　
％
、
％
、

3030

３
社
Ｊ

３
社
Ｊ
Ｖ
　
％
以
上
）
と

％
以
上
）
と
し

2020

て
、　

年
度
以
降
に
官
公

年
度
以
降
に
官
公
庁

0606

が
発
注
し
た
文
化
施
設
や

が
発
注
し
た
文
化
施
設
や
交

流
施
設
（
類
似
施
設
を

流
施
設
（
類
似
施
設
を
含

む
）
、
図
書
館
等
教
育
施

む
）
、
図
書
館
等
教
育
施
設

の
建
築
一
式
工
事
を
施
工

の
建
築
一
式
工
事
を
施
工
し

た
実
績
（
竣
工
し
た
も
の

た
実
績
（
竣
工
し
た
も
の
）

―
な
ど

―
な
ど
。

維
持
管
理
企
業
は
、
少

　
維
持
管
理
企
業
は
、
少
な

く
と
も
１
社
は
市
内
に

く
と
も
１
社
は
市
内
に
本

店
、
支
店
、
営
業
所
を
有
し

店
、
支
店
、
営
業
所
を
有
し
、

主
な
参
加
資
格
の
要

　
主
な
参
加
資
格
の
要
件

は
、
設
計
や
工
事
監
理
、

は
、
設
計
や
工
事
監
理
、
建

設
、
維
持
管
理
、
運
営
、

設
、
維
持
管
理
、
運
営
、
民

間
提
案
施
設
事
業
実
施
を

間
提
案
施
設
事
業
実
施
を
行

う
企
業
に
よ
っ
て
構
成
さ

う
企
業
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

る
グ
ル
ー
プ
。
設
計
企
業

る
グ
ル
ー
プ
。
設
計
企
業
と

工
事
監
理
企
業
は
、
一
級

工
事
監
理
企
業
は
、
一
級
建

築
士
事
務
所
登
録
す
る
建

築
士
事
務
所
登
録
す
る
建
築

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
認
定
業

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
認
定
業
者

で
、
少
な
く
と
も
１
社
は

で
、
少
な
く
と
も
１
社
は
　0606

年
度
以
降
に
官
公
庁
が
発

年
度
以
降
に
官
公
庁
が
発
注

し
た
文
化
施
設
や
交
流
施

し
た
文
化
施
設
や
交
流
施
設

（
類
似
施
設
を
含
む
）
、
図

（
類
似
施
設
を
含
む
）
、
図
書

館
等
教
育
施
設
の
基
本
及

館
等
教
育
施
設
の
基
本
及
び

実
施
設
計
業
務
を
完
了
し

実
施
設
計
業
務
を
完
了
し
た

実
績
（
設
計
企
業
）
、
工
事

実
績
（
設
計
企
業
）
、
工
事
監

理
実
績
（
工
事
監
理
企
業

理
実
績
（
工
事
監
理
企
業
）

―
な
ど

―
な
ど
。

建
設
企
業
は
、
市
の
総

　
建
設
企
業
は
、
市
の
総
合

評
点
が
土
木
一
式
１
２
０

評
点
が
土
木
一
式
１
２
０
０

点
（
市
内
業
者
１
０
０

点
（
市
内
業
者
１
０
０
０

下
関
市
は
８
日
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
よ
る
Ｂ
Ｔ
Ｏ
方
式
を
採
用
し
た
「
安
岡
地
区
複
合
施
設
整
備
事
業
」
を
総
合
評
価

　
下
関
市
は
８
日
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
よ
る
Ｂ
Ｔ
Ｏ
方
式
を
採
用
し
た
「
安
岡
地
区
複
合
施
設
整
備
事
業
」
を
総
合
評
価
一

般
競
争
入
札
で
公
告
し
た
。
申
請
書

般
競
争
入
札
で
公
告
し
た
。
申
請
書
は
　
月
　
日
か
ら

日
か
ら
　
月
　
日
ま
で
、
入
札
書
や
提
案
書
を
２
０
２
２
年
１

日
ま
で
、
入
札
書
や
提
案
書
を
２
０
２
２
年
１
月

1111

2929

1212

1010

　
日
か
日
か
ら
　
日
で
受
け
付
け
る
。
開
札
は
１

日
で
受
け
付
け
る
。
開
札
は
１
月
　
日
。
そ
の
後
、
審
査
委
員
会
に
よ
る
審
査
を
経
て
落
札
者
を

日
。
そ
の
後
、
審
査
委
員
会
に
よ
る
審
査
を
経
て
落
札
者
を
決

1111

2020

2121

め
る
。
予
定
価
格

め
る
。
予
定
価
格
は
　
億
１
２
７
９
万
２
０
０
０
円
（
税
抜
）
と
し
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
な
ど
は
、
市
街
地
開

億
１
２
７
９
万
２
０
０
０
円
（
税
抜
）
と
し
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
な
ど
は
、
市
街
地
開
発

2828

課
（
電
話
０
８
３
―
２
２
４
―
２
０
２
５
）
へ

課
（
電
話
０
８
３
―
２
２
４
―
２
０
２
５
）
へ
。

下関市

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
安
岡
地
区
複
合
施
設
整

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
安
岡
地
区
複
合
施
設
整
備備

上
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋

上
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
脚

（
橋
台
）
の
施
工
実
績
を

（
橋
台
）
の
施
工
実
績
を
有

す
る
こ
と
―
な

す
る
こ
と
―
な
ど

場
所
＝
呉
市
天
応
西
条

　
場
所
＝
呉
市
天
応
西
条
～

天
応
東
久

天
応
東
久
保

工
事
内
容
＝
広
島
呉
道

　
工
事
内
容
＝
広
島
呉
道
路

の
橋
梁
下
部

の
橋
梁
下
部
工

工
事
概
算
数
量
＝
総
延

　
工
事
概
算
数
量
＝
総
延
長

約
４
０
４

４
０
４
ｍ
、
橋
梁
延
長

ｍ
、
橋
梁
延
長
約

４
０
４

４
０
４
ｍ

使
用
す
る
主
要
な
資
機

　
使
用
す
る
主
要
な
資
機
材

＝
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
約

＝
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
約
３
１

０
０
弱
）
、
鉄
筋
（
約

）
、
鉄
筋
（
約
１
１
１
１
０

０
ｔ
）

工
期
＝

　
工
期
＝
９
０
０

９
０
０
日
間

担
当
部
署
は
、
総
務
企

　
担
当
部
署
は
、
総
務
企
画

部
経
理
課
（
電
話

部
経
理
課
（
電
話
０
８
２

０
８
２
―

８
３
１

８
３
１
―
４
４
４
１

４
４
４
１
）
。

参
加
資
格
な
ど
は
次
の

　
参
加
資
格
な
ど
は
次
の
通

り
。参

加
資
格
＝
土
木
工
事

　
参
加
資
格
＝
土
木
工
事
の

単
体
Ａ
等
級
ま
た
は
Ａ

単
体
Ａ
等
級
ま
た
は
Ａ
・

Ｂ
、
Ａ
・
Ｃ
の

Ｂ
、
Ａ
・
Ｃ
の
２
社
Ｊ
Ｖ

社
Ｊ
Ｖ
。

２
０
０
６

２
０
０
６
年
度
以
降
に
元

年
度
以
降
に
元
請

と
し
て
、
躯
体
高
さ

と
し
て
、
躯
体
高
さ
５
ｍ
以

西
日
本
高
速
道
路
中
国

　
西
日
本
高
速
道
路
中
国
支

社
は
　
日
、
総
合
評
価
落

日
、
総
合
評
価
落
札

1111

方
式
の
条
件
付
一
般
競
争

方
式
の
条
件
付
一
般
競
争
入

札
で
「
広
島
呉
道
路
天
応

札
で
「
広
島
呉
道
路
天
応
第

一
高
架
橋
（
下
部
工
）
工
事

一
高
架
橋
（
下
部
工
）
工
事
」

を
公
告
し
た
。
同
工
事
は

を
公
告
し
た
。
同
工
事
は
発

注
者
指
定
の
週
休

注
者
指
定
の
週
休
２
日
促
日
促
進

工
事
の
対
象
。
申
請
書

工
事
の
対
象
。
申
請
書
を
　1111

月
２
日
ま
で
受
け
付
け

日
ま
で
受
け
付
け
、　
1212

月
　
日
に
開
札
す
る

日
に
開
札
す
る
。

2424 天
応
第
一
高
架
橋（
下
部
工
）

西日本高速
中 国 支 社

申
請
書
は
ɹ
月
2
日
ま
で

11

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
は
単

　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
は
単
独

ま
た
は
複
数
の
法
人
グ
ル

ま
た
は
複
数
の
法
人
グ
ル
ー

プ
で
応
募
で
き
る
。
資
格

プ
で
応
募
で
き
る
。
資
格
要

件
と
し
て
国
の
競
争
参
加

件
と
し
て
国
の
競
争
参
加
資

格
（
全
省
庁
統
一
資
格
）
で

格
（
全
省
庁
統
一
資
格
）
で
中

国
地
域
の
「
物
品
の
販
売
」

国
地
域
の
「
物
品
の
販
売
」
が

Ａ
等
級
に
格
付
け
さ
れ
て

Ａ
等
級
に
格
付
け
さ
れ
て
い

る
こ
と
や
、
過

る
こ
と
や
、
過
去
　
年
以
内

年
以
内

1010

に
国
内
で
太
陽
光
発
電
施

に
国
内
で
太
陽
光
発
電
施
設

に
よ
る

に
よ
る
２
Ｍ
Ｗ
以
上
（
特

Ｍ
Ｗ
以
上
（
特
別

高
圧
）
の
発
電
事
業
を
実

高
圧
）
の
発
電
事
業
を
実
施

し
た
実
績
が
あ
る
こ
と
な

し
た
実
績
が
あ
る
こ
と
な
ど

を
求
め
る

を
求
め
る
。

ま
た
提
案
で
は
、事
業
者

　
ま
た
提
案
で
は
、事
業
者
が

設
置
す
る
太
陽
光
発
電
施

設
置
す
る
太
陽
光
発
電
施
設

の
発
電
容
量
の
合
計
は

の
発
電
容
量
の
合
計
は
６
・
７

Ｍ
Ｗ
以
上
を
条
件
と
し
、提

Ｍ
Ｗ
以
上
を
条
件
と
し
、提
案

上
限
額
は

上
限
額
は
１
ｋ
Ｗ
ｈ

ｋ
Ｗ
ｈ
あ
た
り

あ
た
り

　
・
　
円
に
設
定（
条
件
付

円
に
設
定（
条
件
付
き

1717

2121

屋
外
施
設
は
別
途
上
乗
せ
）

屋
外
施
設
は
別
途
上
乗
せ
）。

事
業
期
間
は
、事
業
者
が
提

事
業
期
間
は
、事
業
者
が
提
案

す
る
　
～
　
年
の
範
囲
内

年
の
範
囲
内
で

2020

2525

実
施
す
る
と
し
て
い
る

実
施
す
る
と
し
て
い
る
。

審
査
は
有
識
者
ら

　
審
査
は
有
識
者
ら
７
人
か

ら
成
る
審
査
委
員
会
が
担
う

ら
成
る
審
査
委
員
会
が
担
う
。

提
案
内
容
に
つ
い
て
、来
年

提
案
内
容
に
つ
い
て
、来
年
１

月
に
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

月
に
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

の
用
地
（
約
２
５
０

の
用
地
（
約
２
５
０
０
釈
）
、
）
、

現
在
の
安
岡
公
民
館
解
体

現
在
の
安
岡
公
民
館
解
体
跡

地
（
約
１
９
０

地
（
約
１
９
０
０
釈
）
は
、

）
は
、

民
間
の
提
案
に
よ
り
施
設

民
間
の
提
案
に
よ
り
施
設
を

整
備
す
る

整
備
す
る
。

事
業
期
間
は
、
事
業
契

　
事
業
期
間
は
、
事
業
契
約

締
結
日
か

締
結
日
か
ら
　
年
３
月
末

年
３
月
末
ま

4040

で
。
公
共
施
設
の
設
計
、

で
。
公
共
施
設
の
設
計
、
建

設
期
間

設
期
間
は
　
年
　
月
末
ま

月
末
ま
で

2424

1010

で
、
開
業
準
備
期
間
を
経

で
、
開
業
準
備
期
間
を
経
て

　
年
１
月
の
供
用
開
始
を

年
１
月
の
供
用
開
始
を
予

2525定
し
て
い
る
。
現
安
岡
公

定
し
て
い
る
。
現
安
岡
公
民

館
・
安
岡
支
所

館
・
安
岡
支
所
は
　
年
１
月

年
１
月

2525

か
ら
６
月
で
解
体
す
る

か
ら
６
月
で
解
体
す
る
。

ン
の
機
会
を
設
け
、

ン
の
機
会
を
設
け
、２
月
に
月
に
優

先
交
渉
権
者
を
決
定
す
る
。

先
交
渉
権
者
を
決
定
す
る
。年

度
内
に
も
両
者
で
使
用
貸

度
内
に
も
両
者
で
使
用
貸
借

契
約
と
電
力
供
給
契
約
を

契
約
と
電
力
供
給
契
約
を
締

結
し
た
後
、太
陽
光
発
電
施

結
し
た
後
、太
陽
光
発
電
施
設

の
設
置
に
着
手

の
設
置
に
着
手
、
　
年
３
月
末
月
末

2525

ま
で
の
設
置
完
了
を
目
指

ま
で
の
設
置
完
了
を
目
指
し

て
い
る

て
い
る
。

手
続
き
の
担
当
は
、同
大

　
手
続
き
の
担
当
は
、同
大
学

東
広
島
地
区
運
営
支
援
部

東
広
島
地
区
運
営
支
援
部
共

通
事
務
室（
総
務
）（
電
話

通
事
務
室（
総
務
）（
電
話
０
８

２
―
４
２
４

４
２
４
―
６
０
６
５

６
０
６
５
）。

け
る
情
熱
を
感
じ
、
改
め

け
る
情
熱
を
感
じ
、
改
め
て

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
。

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
。
施

工
に
つ
い
て
は
、
杭
工
事

工
に
つ
い
て
は
、
杭
工
事
に

土
が
出
な
い
工
法
を
採
用

土
が
出
な
い
工
法
を
採
用
す

る
こ
と
で
工
期
短
縮
を
図

る
こ
と
で
工
期
短
縮
を
図
る

な
ど
の
工
夫
も
し
て
い
る

な
ど
の
工
夫
も
し
て
い
る
。

上
か
ら
見
る
と
ペ
ン
の
形

上
か
ら
見
る
と
ペ
ン
の
形
に

な
っ
て
お
り
、
そ
の
ペ
ン

な
っ
て
お
り
、
そ
の
ペ
ン
先

に
あ
た
る
部
分
で
は
特
殊

に
あ
た
る
部
分
で
は
特
殊
な

外
壁
塗
装
を
施
す
な
ど
デ

外
壁
塗
装
を
施
す
な
ど
デ
ザ

イ
ン
に
も
特
徴
が
あ
る
建

イ
ン
に
も
特
徴
が
あ
る
建
物

な
の
で
、
そ
う
い
っ
た
意

な
の
で
、
そ
う
い
っ
た
意
思

も
汲
み
な
が
ら
遅
延
が
出

も
汲
み
な
が
ら
遅
延
が
出
な

い
よ
う
施
工
し
て
い
き

い
よ
う
施
工
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。

新
工
場
の
規
模
は
、
Ｓ

　
新
工
場
の
規
模
は
、
Ｓ
造

２
階
建
延
べ

階
建
延
べ
４
８
０

４
８
０
０
釈

で
、
老
朽
化
が
進
み
敷
地

で
、
老
朽
化
が
進
み
敷
地
内

に
分
散
し
て
い

に
分
散
し
て
い
た
　
棟
の
う

棟
の
う

1717

ち
、　

棟
を
集
約
。
完
成

棟
を
集
約
。
完
成
後

1212

は
、
万
年
筆
の
製
造
を
主

は
、
万
年
筆
の
製
造
を
主
力

に
、
自
動
化
設
備
の
導
入

に
、
自
動
化
設
備
の
導
入
な

ど
で
安
定
し
た
品
質
と
飛

ど
で
安
定
し
た
品
質
と
飛
躍

的
な
製
造
能
力
増
強
を
確

的
な
製
造
能
力
増
強
を
確
保

し
、
若
年
層
向
け
の
商
品

し
、
若
年
層
向
け
の
商
品
や

日
本
の
伝
統
工
芸
を
取
り

日
本
の
伝
統
工
芸
を
取
り
入

れ
た
付
加
価
値
の
高
い
商

れ
た
付
加
価
値
の
高
い
商
品

の
開
発
を
行
っ
て
い
く
計

の
開
発
を
行
っ
て
い
く
計
画

だ
。

し
、
呉
が
世
界
に
誇
れ
る

し
、
呉
が
世
界
に
誇
れ
る
万

年
筆
の
聖
地
と
な
る
よ
う

年
筆
の
聖
地
と
な
る
よ
う
従

業
員
一
同
努
力
し
て
い
き

業
員
一
同
努
力
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ

い
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
今
井
社
長

　
続
い
て
、
今
井
社
長
も

「
敷
地
の
両
サ
イ
ド
を
挟

「
敷
地
の
両
サ
イ
ド
を
挟
む

道
路
も
決
し
て
広
い
わ
け

道
路
も
決
し
て
広
い
わ
け
で

は
な
い
が
、
周
辺
地
域
に

は
な
い
が
、
周
辺
地
域
に
十

二
分
に
配
慮
し
、
無
事
故

二
分
に
配
慮
し
、
無
事
故
・

無
災
害
で
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

無
災
害
で
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
完
遂
す
る
こ
と
を

ト
を
完
遂
す
る
こ
と
を
誓

う
」
と
述
べ
た

う
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
現
場
を
束
ね
る

　
ま
た
、
現
場
を
束
ね
る
今

井
産
業
広
島
支
店
の
山
田

井
産
業
広
島
支
店
の
山
田
達

也
作
業
所
長

也
作
業
所
長
（
写
真
写
真
）
は
）
は

「
比
佐
社
長
の
新
工
場
に

「
比
佐
社
長
の
新
工
場
に
か

そ
の
後
、
比
佐
社
長

　
そ
の
後
、
比
佐
社
長
が

「
２
０
１
８

２
０
１
８
年
７
月
の
豪

月
の
豪
雨

災
害
で
被
災
し
、

災
害
で
被
災
し
、
３
週
間
週
間
の

操
業
停
止
を
余
儀
な
く
さ

操
業
停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
わ
が
社
に
と
っ
て
自
然

た
わ
が
社
に
と
っ
て
自
然
災

害
の
リ
ス
ク
軽
減
や
働
き

害
の
リ
ス
ク
軽
減
や
働
き
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
達
成

す
い
環
境
づ
く
り
を
達
成
す

る
新
工
場
の
建
設
は
悲
願

る
新
工
場
の
建
設
は
悲
願
で

あ
っ
た
。
新
工
場
で
は
、

あ
っ
た
。
新
工
場
で
は
、
さ

ら
な
る
品
質
向
上
を
目

ら
な
る
品
質
向
上
を
目
指

神
事
に
は
、
梅
田
泰
生

　
神
事
に
は
、
梅
田
泰
生
海

外
展
開
・
投
資
誘
致
総
括

外
展
開
・
投
資
誘
致
総
括
官

（
県
知
事
代
理
）
と
新
原

（
県
知
事
代
理
）
と
新
原
芳

明
呉
市
長
も
出
席
。
シ
グ

明
呉
市
長
も
出
席
。
シ
グ
マ

建
築
事
務
所
の
山
下
竜
正

建
築
事
務
所
の
山
下
竜
正
社

長
が
鎌
入
れ
、
セ
ー
ラ
ー

長
が
鎌
入
れ
、
セ
ー
ラ
ー
万

年
筆
の
比
佐
社
長
が
鍬

年
筆
の
比
佐
社
長
が
鍬
入

れ
、
今
井
産
業
の
今
井
久

れ
、
今
井
産
業
の
今
井
久
師

社
長
が
鋤
入
れ
を
行
い
、

社
長
が
鋤
入
れ
を
行
い
、
出

席
者
が
玉
ぐ
し
を
捧
げ
た

席
者
が
玉
ぐ
し
を
捧
げ
た
。

セ
ー
ラ
ー
万
年
筆
（
呉

　
セ
ー
ラ
ー
万
年
筆
（
呉
市

天
応
西
条

天
応
西
条
２
―
１
―
　
、
比
、
比

6363

佐
泰
社
長
）
が
今
年

佐
泰
社
長
）
が
今
年
４
月
、

　
年
ぶ
り
に
本
店
を
呉
市

年
ぶ
り
に
本
店
を
呉
市
に

6969移
転
し
た
こ
と
に
合
わ
せ

移
転
し
た
こ
と
に
合
わ
せ
て

整
備
す
る
「
（
仮
称
）
セ
ー

整
備
す
る
「
（
仮
称
）
セ
ー
ラ

ー
万
年
筆
広
島
工
場
新
築

ー
万
年
筆
広
島
工
場
新
築
工

事
」
の
地
鎮
祭
が

事
」
の
地
鎮
祭
が
８
日
、
日
、
現

地
で
行
わ
れ
た
。
工
事
を

地
で
行
わ
れ
た
。
工
事
を
受

注
し
た
今
井
産
業
を
は

注
し
た
今
井
産
業
を
は
じ

め
、
実
施
設
計
・
工
事
監

め
、
実
施
設
計
・
工
事
監
理

を
担
当
す
る
シ
グ
マ
建
築

を
担
当
す
る
シ
グ
マ
建
築
事

務
所
、
デ
ザ
イ
ン
監
修
の

務
所
、
デ
ザ
イ
ン
監
修
の
Ｓ

Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
な

Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
な
ど

関
係
関
係
者
　
人
が
参
加
し
、

人
が
参
加
し
、
工

3838

事
の
安
全
を
祈
願
し
た
。

事
の
安
全
を
祈
願
し
た
。
完

成
は
来
年

成
は
来
年
７
月
末
を
予
定

月
末
を
予
定
し

て
い
る

て
い
る
。

セーラー
万 年 筆

来
年
7
月
完
成
へ
地
鎮
祭

今
井
産
業

今
井
産
業
でで
新
工
場
建

新
工
場
建
設設

で
㮇
月
㮇
日
～
㮇
月
㮇
日
ま
で

11

29

12

10

総
合
評
価

一
般
競
争

鋤入れをする今井社長

あいさつする比佐社長

を
２
０
２
２

２
０
２
２
年
３
月
　
日
ま
日
ま

2525

で
笹
山
工
業
・
元
浜
組
Ｊ

で
笹
山
工
業
・
元
浜
組
Ｊ
Ｖ

が
担
当
し
て
い
る

が
担
当
し
て
い
る
。

主
な
参
加
資
格
な
ど
は

　
主
な
参
加
資
格
な
ど
は
次

の
通
り

の
通
り
。

参
加
資
格
＝

　
参
加
資
格
＝
２
社
に
よ

社
に
よ
る

Ｊ
Ｖ
。
土
木
一
式
工
事
の

Ｊ
Ｖ
。
土
木
一
式
工
事
の
格

付
が
「
Ａ
Ａ
」
ま
た
は
「
Ａ

付
が
「
Ａ
Ａ
」
ま
た
は
「
Ａ
」

（
Ｊ
Ｖ
の
代
表
者
は
Ａ
Ａ

（
Ｊ
Ｖ
の
代
表
者
は
Ａ
Ａ
）

で
、
代
表
者
は
県
内
に
主

で
、
代
表
者
は
県
内
に
主
た

る
営
業
所
を
、
そ
の
他
の

る
営
業
所
を
、
そ
の
他
の
構

成
員
は
市
内
に
主
た
る
営

成
員
は
市
内
に
主
た
る
営
業

所
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

所
を
有
し
て
い
る
こ
と
。
市

が
発
注
し
た
土
木
一
式
工

が
発
注
し
た
土
木
一
式
工
事

の
う
ち

の
う
ち
、　

年
４
月
１
日
か

1919

ら
　
年
３
月
　
日
ま
で
に

日
ま
で
に
完

2121

3131

成
さ
せ
た
請
負
金
額

成
さ
せ
た
請
負
金
額
５
０
５
０
０

万
円
以
上
の
土
木
一
式
工

万
円
以
上
の
土
木
一
式
工
事

が
あ
る
場
合
は
、
工
事
成

が
あ
る
場
合
は
、
工
事
成
績

評
定
点
の
平
均
点

評
定
点
の
平
均
点
が
　
点
未
点
未

6565

満
で
な
い
こ
と
―
な

満
で
な
い
こ
と
―
な
ど

工
事
場
所
＝
邑
久
町

　
工
事
場
所
＝
邑
久
町
庄

田
・
尻
海
地

田
・
尻
海
地
内

工
事
概
要
＝
【
イ
ン
タ

　
工
事
概
要
＝
【
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
】
施
工
延
長
Ｌ

チ
ェ
ン
ジ
】
施
工
延
長
Ｌ
４

３
０
３
０
ｍ
、
掘
削
工
Ｖ

ｍ
、
掘
削
工
Ｖ
８
５
８
５
６

５
弱
、
盛
土
工
Ｖ

、
盛
土
工
Ｖ
６
５
１

６
５
１
４

弱
、
現
場
打
函
渠
工
Ｖ

、
現
場
打
函
渠
工
Ｖ
１
３

５
・
１
弱
、
排
水
構
造
物

、
排
水
構
造
物
工

Ｌ
８
５
２

８
５
２
・
７
ｍ
【
造
成

ｍ
【
造
成
】

施
工
延
長
Ｌ

施
工
延
長
Ｌ
１
９
８

１
９
８
ｍ
、
ｍ
、
掘

削
工
Ｖ

削
工
Ｖ
１
万
９
３
８

９
３
８
６
弱
、

盛
土
工
Ｖ

盛
土
工
Ｖ
２
万
３
０
３
０
０
弱
、

植
生
工
Ａ

植
生
工
Ａ
５
０
０

５
０
０
０
釈
、
雨
、
雨

水
排
水
工
Ｌ

水
排
水
工
Ｌ
３
７
４

３
７
４
ｍ

工
期

　
工
期
＝
　
年
１
月
　
日

2323

3131

岡
山
県
瀬
戸
内
市
は

　
岡
山
県
瀬
戸
内
市
は
８

日
、
日
、
２
社
に
よ
る
Ｊ
Ｖ
対

社
に
よ
る
Ｊ
Ｖ
対
象

の
制
限
付
一
般
競
争
入

の
制
限
付
一
般
競
争
入
札

（
事
後
審
査
型
）
で
「
新
火

（
事
後
審
査
型
）
で
「
新
火
葬

場
整
備
工
事
（
第

場
整
備
工
事
（
第
２
期
）
」

期
）
」
を

公
告
し
た
。
共
同
企
業
体

公
告
し
た
。
共
同
企
業
体
入

札
参
加
申
請

札
参
加
申
請
を
　
月
　
日
か
日
か

1010

2929

ら
　
月
　
日
、
入
札
参
加

日
、
入
札
参
加
表

1111

1212

明
を

月

明
を
　
月
１
日
か
日
か
ら
　
日
、
日
、

1111

1515

入
札
書
を

日
か

入
札
書
を
　
日
か
ら
　
日
ま
日
ま

2929

3030

で
受
け
付
け
、
入
札
受
け

で
受
け
付
け
、
入
札
受
け
付

け
最
終
日
に
開
札
す
る

け
最
終
日
に
開
札
す
る
。

同
案
件
は
、
市
が
岡
山

　
同
案
件
は
、
市
が
岡
山
市

と
共
同
で
実
施
す
る
新
た

と
共
同
で
実
施
す
る
新
た
な

火
葬
場
整
備
事
業
の
準
備

火
葬
場
整
備
事
業
の
準
備
工

事
と
し
て
、
新
火
葬
場
に

事
と
し
て
、
新
火
葬
場
に
つ

な
が
る
道
路
の
イ
ン
タ
ー

な
が
る
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
工
事
と
造
成
工
事

ェ
ン
ジ
工
事
と
造
成
工
事
を

行
う
も
の
。
第

行
う
も
の
。
第
１
期
の
施

期
の
施
工

ＪＶ参加申請11月12日まで
新火葬場整備第2期

瀬戸内市

査
＝
江
良
和
徳
コ
ン
ク
リ

査
＝
江
良
和
徳
コ
ン
ク
リ
ー

ト
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
技

ト
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
技
術

委
員
長
）
で
は
、

委
員
長
）
で
は
、 同
協
会

同
協
会
と

共
同
作
成
し
た
「
小
規
模

共
同
作
成
し
た
「
小
規
模
橋

梁
の
簡
易
点
検
要
領
（
案
）

梁
の
簡
易
点
検
要
領
（
案
）
」

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
を

対
象
と
し
た
亜
硝
酸
リ
チ

対
象
と
し
た
亜
硝
酸
リ
チ
ウ

ム
に
よ
る
補
修
の
設
計
・

ム
に
よ
る
補
修
の
設
計
・
施

工
指
針
（
案
）
」
、
さ
ら
に
こ

工
指
針
（
案
）
」
、
さ
ら
に
こ
れ

ら
を
も
と
に
し
た
現
場
実

ら
を
も
と
に
し
た
現
場
実
装

の
結
果
な
ど
が
報
告

の
結
果
な
ど
が
報
告
。

参
加
し
た
広
島
県
土
木

　
参
加
し
た
広
島
県
土
木
協

会
の
甲
斐
英
樹
委
員
か
ら
は

会
の
甲
斐
英
樹
委
員
か
ら
は
、

こ
れ
ら
に
沿
っ
て
市
町
の

こ
れ
ら
に
沿
っ
て
市
町
の
橋

梁
を
点
検
・
補
修
し
た
事
例

梁
を
点
検
・
補
修
し
た
事
例
を

踏
ま
え
、「
簡
易
と
は
い
え

踏
ま
え
、「
簡
易
と
は
い
え
橋

梁
の
劣
化
を
予
測
で
き
る

梁
の
劣
化
を
予
測
で
き
る
方

法
と
し
て
有
効
。さ
ら
に
進

法
と
し
て
有
効
。さ
ら
に
進
め

て
い
く
と
と
も
に
、協
議
会

て
い
く
と
と
も
に
、協
議
会
の

専
門
家
に
も
参
加
し
て
い

専
門
家
に
も
参
加
し
て
い
た

だ
き
、ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

だ
き
、ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た

い
」と
の
要
請
も
あ
っ
た

い
」と
の
要
請
も
あ
っ
た
。

今
後
は
、
点
検
要
領
（
案

　
今
後
は
、
点
検
要
領
（
案
）

の
信
頼
性
向
上
を
目
指
し

の
信
頼
性
向
上
を
目
指
し
、

誰
で
も
で
き
る
簡
易
な

誰
で
も
で
き
る
簡
易
な
点

検
、
専
門
家
に
よ
る
診
断
、

検
、
専
門
家
に
よ
る
診
断
、
安

価
な
延
命
化
技
術
を
研
究

価
な
延
命
化
技
術
を
研
究
す

る
こ
と
で
、
社
会
に
貢
献

る
こ
と
で
、
社
会
に
貢
献
し

て
い
く
と
い
う

て
い
く
と
い
う
。

な
お
、次
回
の
協
議
会
は

　
な
お
、次
回
の
協
議
会
は
来

年
２
月
頃
に
開
催
。共
通
す

月
頃
に
開
催
。共
通
す
る

話
題
を
テ
ー
マ
に
特
別
講

話
題
を
テ
ー
マ
に
特
別
講
演

な
ど
も
予
定
し
て
い
る

な
ど
も
予
定
し
て
い
る
。

究
す
る
と
の
方
針
で

究
す
る
と
の
方
針
で
２
年
間

活
動
す
る
。次
回
の
協
議
会

活
動
す
る
。次
回
の
協
議
会
に

向
け
て
各
自
情
報
収
集
に

向
け
て
各
自
情
報
収
集
に
努

め
る
と
し
た

め
る
と
し
た
。

「
初
期
ひ
び
割
れ
抑
制
技

　「
初
期
ひ
び
割
れ
抑
制
技
術

研
究（
Ｃ
）協
議
会
」（
主
査

研
究（
Ｃ
）協
議
会
」（
主
査
＝

竹
田
宣
典
広
島
工
業
大
学

竹
田
宣
典
広
島
工
業
大
学
教

授
）で
は
、初
期
ひ
び
割
れ

授
）で
は
、初
期
ひ
び
割
れ
の

う
ち
、セ
メ
ン
ト
の
水
和
熱

う
ち
、セ
メ
ン
ト
の
水
和
熱
に

起
因
す
る
温
度
ひ
び
割
れ

起
因
す
る
温
度
ひ
び
割
れ
と

施
工
時
の
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン

施
工
時
の
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

が
多
い
こ
と
に
よ
る
沈
み

が
多
い
こ
と
に
よ
る
沈
み
ひ

び
割
れ
を
対
象
に
、発
生
要

び
割
れ
を
対
象
に
、発
生
要
因

と
対
策
に
つ
い
て
ま
と
め

と
対
策
に
つ
い
て
ま
と
め
た

３
年
間
の
活
動
報
告
を
紹
介

年
間
の
活
動
報
告
を
紹
介
。

十
河
代
表
は
「
こ
れ
ら

　
十
河
代
表
は
「
こ
れ
ら
の

初
期
ひ
び
割
れ
を
抑
制
す

初
期
ひ
び
割
れ
を
抑
制
す
る

に
は
、
発
注
者
、
設
計
者
、

に
は
、
発
注
者
、
設
計
者
、
製

造
者
、
施
工
者
の
様
々
な

造
者
、
施
工
者
の
様
々
な
立

場
か
ら
積
極
的
な
対
策
を

場
か
ら
積
極
的
な
対
策
を
提

案
す
る
べ
き
」
と
し
、
今
後

案
す
る
べ
き
」
と
し
、
今
後
は

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
ひ
び

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
ひ
び
割

れ
を
抑
制
で
き
た
事
例
を

れ
を
抑
制
で
き
た
事
例
を
集

め
、
効
果
的
な
提
案
に
向

め
、
効
果
的
な
提
案
に
向
け

て
活
動
す
る
と
し
た

て
活
動
す
る
と
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
抑
制
効
果

　
こ
の
ほ
か
、
抑
制
効
果
の

あ
る
低
収
縮
性
セ
メ
ン
ト

あ
る
低
収
縮
性
セ
メ
ン
ト
や

フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
を
用
い

フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
を
用
い
た

事
例
、
施
工
面
で
効
果
的

事
例
、
施
工
面
で
効
果
的
な

対
策
を
し
て
評
価
さ
れ
た

対
策
を
し
て
評
価
さ
れ
た
事

例
な
ど
も
示
さ
れ
た

例
な
ど
も
示
さ
れ
た
。

「
Ｒ
Ｃ
構
造
物
の
延
命

　
「
Ｒ
Ｃ
構
造
物
の
延
命
化

技
術
研
究
（
Ｍ
）
協
議
会
」（

技
術
研
究
（
Ｍ
）
協
議
会
」（
主

多
く
の
議
論
が
な
さ
れ
た

多
く
の
議
論
が
な
さ
れ
た
こ

と
を
報
告
。今
後
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ

と
を
報
告
。今
後
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
意
識
し
た
Ｓ（
ｓ
ｕ
ｓ
ｔ

を
意
識
し
た
Ｓ（
ｓ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ

ｉ
ｎ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ
）協
議
会
に

ｉ
ｎ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ
）協
議
会
に
改

組
し
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

組
し
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
を
ひ
と
つ
の
目
標
に
掲

ル
を
ひ
と
つ
の
目
標
に
掲
げ

つ
つ
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
限

つ
つ
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
限
定

し
た
地
球
温
暖
化
対
策
を

し
た
地
球
温
暖
化
対
策
を
研

な
ど
そ
れ
ぞ

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
　
～
　
人
程
人
程

1515

2020

度
が
参
加
し
た

度
が
参
加
し
た
。

Ｐ
協
議
会（
主
査
＝
坂
本

　
Ｐ
協
議
会（
主
査
＝
坂
本
英

輔
広
島
工
業
大
学
准
教
授
）

輔
広
島
工
業
大
学
准
教
授
）で

は
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
に

は
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
に
お

け
る
数
々
の
生
産
性
向
上

け
る
数
々
の
生
産
性
向
上
技

術
の
調
査
報
告
や
ダ
ム
現

術
の
調
査
報
告
や
ダ
ム
現
場

の
視
察
結
果
な
ど
を
踏
ま
え

の
視
察
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、

異
業
種
間
の
連
携
協
会

　
異
業
種
間
の
連
携
協
会
に

よ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造

よ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物

の
長
寿
命
化
を
目
指
す
近

の
長
寿
命
化
を
目
指
す
近
未

来
コ
ン
ク
リ
ー
ト
研
究
会（

来
コ
ン
ク
リ
ー
ト
研
究
会（
十

河
茂
幸
代

河
茂
幸
代
表
＝
写
真

＝
写
真
）が
展
開

）が
展
開

し
て
い
る

し
て
い
る
３
つ
の
テ
ー
マ

つ
の
テ
ー
マ
別

協
議
会
が
今
月
上
旬
に
開

協
議
会
が
今
月
上
旬
に
開
か

れ
た
。協
議
会
で
は
、設
立

れ
た
。協
議
会
で
は
、設
立
後

３
年
間
の
協
議
内
容
を
総

年
間
の
協
議
内
容
を
総
括

し
た
ほ
か
、「
構
造
物
の
生

し
た
ほ
か
、「
構
造
物
の
生
産

性
向
上
技
術
研
究（
Ｐ
）協

性
向
上
技
術
研
究（
Ｐ
）協
議

会
」を「
持
続
可
能
な
コ
ン

会
」を「
持
続
可
能
な
コ
ン
ク

リ
ー
ト
技
術
研
究（
Ｓ
）協

リ
ー
ト
技
術
研
究（
Ｓ
）協
議

会
」に
改
組
。今
後
は

会
」に
改
組
。今
後
は
３
協
議

会
の
議
論
を
第

会
の
議
論
を
第
２
段
階
に

段
階
に
移

行
し
、

行
し
、２
年
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